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1. 背景・目的 

放射線治療装置の一つであるサイバーナイフは、ロボットアームを備えた直線加速器を

用いることで微小な腫瘍に対する多方向からの高精度照射を可能としている。サイバーナ

イフにより行われる治療は定位放射線治療をはじめとする高精度放射線治療が主であり、

治療計画の際に行われる線量計算にも正確さが求められる。正確な線量計算を行うために

は信頼のおける線源情報が不可欠であるため、本研究では治療装置内で生じる物理現象を

モンテカルロシミュレーションすることで線源情報の取得を試みた。 

2. 方法 

メーカー提供の装置図面に則り、サイバーナイフM6 (Accuray社)の照射ヘッド内構造を

CGで作成した。ターゲット入射電子線のパラメータはMaらの報告 1)を参考に決定し、直

径10 mm、60 mmの円形コリメータを装着した際のphase space data (PSD) を取得した。

その後、取得した PSDを用いて水ファントム中の線量分布を計算し、装置導入時に測定を

行った水ファントム中の percentage depth dose (PDD)、off-center ratio (OCR) と比較す

ることで PSDの妥当性を検証した。 

3. 結果 

一例として、下図に 60 mmコリメータ装着時の PDDの計算値と測定値の比較を示す。

OCRの比較および他コリメータ装着時においても計算した線量分布は測定値と誤差 2%程

度で一致した。 

 

 

 

 

 

 

4. 結論 

EGS5を用いてサイバーナイフの線源情報を取得した。取得した線源情報は測定値とよく

一致するものであり、臨床例の線量計算にも応用可能であると考えられる。 
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